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認    証

嘱 託 人植 木 文 央 は 、本 公 証 人 の 面 前 で添 付 書 面 に署名 した。

よって、これを認証する。
平成 27年  // 月 よ7 日、本公証人役場において
東京都振痣圧i■1螂 -17■ r練馬駅前ビル3階
東 京 法 務 局 所 属

公

N証
 人
     鷲

Ka

証     明
上記署名は、東京法務局所属公証人の署名に相違ないものであり、かつ、その押印は、
真実のものであることを証明する。

平成27年 // 月ユ2日

東 京 法 務 局 長
 加 藤 朋 寛

Tomohiro  KATO

APOSTILШ
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FOr the Minister fOr Foreign 4tfairs



(Translation)

Registered No. 292, 201b

Certificate of Acknowledgment of Notary

On this 27th day of November, 201,b, before me.
Kanji NAKANO, a notary in and for Tokyo Legal
Affairs Bureau, personally appeared Fumio UEKI
(residing at #906, 3-B'6 Hikarigaoka, Nerima-ku,
Tokyo, 179-0O72,Japan) with satisfactory evidence of
his identification, affixed his signature to the attached
document.

Witness, I set my hand and seal

Notary, Nerima Notary's Office
Tokyo Legal Affairs Bureau

5-77 - 12 Toyotamakita, Nerima-ku, Tokyo

Kanji-NAKANO



November  27  2015

DECLARATIO N

I,FumiO Ueki 0906,3‐ 3‐6 Hikarigaoka Nerima― ku Tokv0 179‐ 0072
」apanl ,dO hereby solemnly and sincerely declare:

1. That l am well acquainted with the」apanese and English

languages,and

2. That the attached dOcumenti

Death Cert五cate(死亡証明書)

is a true translation from the original Japanese text.
And I make this solemn declaration conscientiously believing
the same to be true and correct.

/.L a- r. K
Fumlo Ueki



死 亡 証 明 書
聰

1氏    名
ャ リ ぃ豫 争   様

生 年

月 日 W+a ]1 + 1zF 268

2発 病 年 月 日 H26 年 11 月 5 日 3初   診 ク♭年 tl月  `日
4入    院 っし年 11月  ィ 日 5退   院 クレ年  11月   ′日
6死亡したとき H26 年 11 月 6 日 ⑤

午後
8 時 45 分

た

ろ

び

別

れ
こ　
¨

死

と

及

そ

死 亡 し た

ところの種別
⊃ 病院  2診 療所 3老 人保健施設 4助 産所 5老 人ホーム  6自 宅 フ その他

死 亡 し た
と  こ  ろ

静岡県熱海市昭和町20-20

種丹11～ 5の
施 設 の 名 称 医療法人社団熱海所記念病院

8死 亡の原因

1

ア 直接死因 急性心筋梗塞

発病 (発症)又は

受傷から死亡ま

で の 期 間

1日

イ アの原因

ウ イの原因

Ⅱ

直接には死因に関係しな

いが [襴 の優病経過に影 糖尿病 不詳

手
術 Ox 2H

部位および主要所見

手 術 年 月 日 年 月 日

解
剖 O無  2有

主要所見

9死 亡の種類

にり病死および自然死
(外因死)

2交通事故 3転 倒 転落  4溺 水 5煙 火災による傷害
6窒息 7中 毒  8自 殺  9他殺  10その他
(その他)

11不詳の死

(を記 2～ 11の場合は、下欄に死亡状況を記載下さい。)

10 死亡に直接関係のある既往症 (年月日、傷病名、症状経過、医療機関 )

11 発病 (受傷)から初診までの経過 (し民つごろからどのような症状があったか記入してください。)

平成26年 11月 5日朝より呼吸苦出現。
15:00頃より呼吸困難となり意識消失し、当院に救急搬送。

治療内容

来院時心肺停止状態にて蘇生処置行い、自己心拍再開し同日入院、呼吸器管理等行つた。
心電図上ST上昇を認め心筋梗塞と考えられたが、入院後も心肺停止をくり返し、
継続して蘇生処置行うも反応なくなり、平成26年 11月 6日 午前8時45分死亡確認。

手術名 手術日   年   月   日

12 本人の特徴、
身長、体格、酒量、

習癖、その他事項

は

医欧介
前

紹 有 ① 医師名 医療機関名

その所在地

14病 名 を告 げ
た  時 期

(死因病名やその他の病名を患者または家族にいつどのように告げられましたか。)
本人には (   年   月   日頃)に病名を (
家族には (26 年 11 日 5 日頃)に病名を ( 急性心筋梗塞

)と 告げた。

)と 告げた。

15死 亡 診 断 (死 体 検 案 )年 月 日 26  年 11   月 6 日

上記のとお り証明 します。
所 在 地

病院又は診療所の 名  称
医師氏名

辱嵩貰
医療法人社団熱海所記念病院
TEL05557-82-3000

看

後 ブ 弁。発 ⑬
注)1 訂正の場合、必ず証明印による訂正印を捺印願います。
注)2原本の複写又はコピーの場合はそれぞれに捺印してください。

三井住 友海上 あいおぃ生命保 険      LIA」 044-A03-201110



DEATH CERTIF:CATE

NAKADAコ じヽ Ko DATE OF
BIRTH

1962年 12月 25日

2or4tsrqsE ls. rrRsr vrsn 2014年 11月 5日

DSPITA」 ZED 2ol4+||E5E ls. orscrnnoe 2014年 H月 6日

へTE AND■ ME
)EATH

06 NOVEMBER 2014,8:45A M

０

・‐
‐囀輛

CATttGORY 『
1:ξIII金 ]ンfbl‖[責:L°

NG―TERM CARE FACIЦ TY 4 BIRTH CENTER 5NURSING HOME

ADDRESS 2020 SHOWACHO ATANIISHISHIZUC2KA― JAPNヾ

NAME OF HOSPITAL
OR INS■TU10N AT節垣 TOKORO MFMORIAL HOSPITAL

００
‐養
ｍ

l

aIMMED:ATE
CAuSE ACIIIE MYOCARDIAL IllFARCA“ N

Onset and
Death

lD″ビ

II

UNDERLヽ lNG
OAuSE DIABETES Uヽ

“

むヾ OWN

OPERAT10N DNo 2. YES
OPERATION
DATE

AUTOPSY )no z. ves

０ＲＮＡＮ

・
ＴＨ

Ｉ

DNATURAL2 ACα DENT3FAにL4DROWN 5日 RE/SMOKE 6 SUFFOCATE
7 POISON 8 SU:0:DE 9 MURDER 10 0THERS ll COuLD NOT BE DETERMINED

;HE COURSE FROM ONSET TO FIRST VISIT

4ratory discomfort occuned otr 05 November 2014 moming and around 15:00, dyspnea began ard subsequeDtly conscious was
Patient was admitted to hospital inmediately.

TREATMENT

dt was in carclio respimtory arrest on the way to hospital; retlmr of spontaneous circulation achieved after succ€ssfiI resuscitation.
tanical vedilation were required when hospitalized on ihe same alay. ST elevation oar electrocardiogram suggested a myocardial
DtioD. Repetitive €ardio respimtory anest occurred. Continuous cardiopulmotrary resuscitation was mdicated lnrtil patieni was
ied dead at 8:45arn o11 06 November 2014.

12 PERSONAL TRArrS
HEIGHT,VElGHT
ALCOHOL:NTAKE AND
OTHER HABITS

=FERRAL
「OR

YES O

=ORMED
SS ntFORMED FAMILY ON 05 NOVEMm 2014 TIIAT PATIENTヽ Sヽ DIACINOSEID AS ACUTE MYOC4RDIAL NTハ aCヽ¬ЭN

へTE PRONOUNCttD DEAD 2014年 ■月6日

「lFIER DATE SICJNED:28 NKIVEMIllDR 2014

20 20 SHOヽマレY'HO ATハふ11-SII SHIZuolcA IIEN JAPAN

AЪも江ITOKCIROMEMORIALHOSPITA■      皿 o5557823000

DOCTOR SUZtlIC ICAZUHIRO(SICrNAnЛ c&s■ Ⅲ P)


